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IDROSALLY(イドロサリー）
＝童'三戻盃

冷間試験
ストーブが完全にOFFの状態でしか機能しません。

MENUボタン(M)を数秒間長押ししてください。

MenDTeStI/Oという表示が出るまでマイナスボタンを押してください。
表示が出ましたらMボタンを1回押して下さい｡Pass00という表示がされます。

マイナスボタンを押してPass-13と表示させて下さい。

ﾌﾗｽ/マイナスボタンで各装置の試運転ができます。
電源ボタンを押してエスケープできます。

ヒーターを作動させます。C1:ヒーター

排気ファンを作動させます｡最大で回転しますが409/s以上
であれば正常です。

C2:排気フアン valoreistantaneo

オーガモーターを作動させます｡モーターへの電流を視覚化
します。
Err.C11=低電流
Err.C22=正常
Err.C33=高電流

CO晩…

Err-C22
C3:ペレット搬送スクリュー

C4:ポンプ

C5:排気温度センサー

C6:温水温度センサー

C7:給気流量センサー

C8:バキユームメーター

C9:Auxポート

C10:温風ファン

C11:リモコン受信度合

C12:ポンプエア抜きモード

ポンプを作動させます。

現在の排気温度を読取ります。

現在の温水温度を読取ります。

給気センサーを作動させます。

30秒間の圧力検査をします｡数値が30以上150未満なければいけません。

ボートに接続されていれば"ONAux-Port''と表示されます。

温風ファンを作動させます。

リモコンとストーブの受信度合を表示します。

ポンプはエア抜きモードにて作動します。
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パラメーター
Mボタン長押ししてください。

Setupと表示されるまで+または-ボタンを押してください。

Mボタンをおしてください｡Pass:0と表示されます。

パスワード-13を入力するために一ボタンをおしてください。

Mボタンを押すとパラメーターに入ります。

ストーブがOFF状態であればResetSetup､ON状態であればLANG.ENGLISHが表示されます。
Mボタンを押してパラメーター表を順に降りていきます｡戻るにはAボタンを押すと戻ります。

パラメーターの各数値を変更するには＋または一ボタンを押します。

電源ボタンを押してエスケープできます。

|－単位 備考パラメーター

Reset Setup

VerificaValori

VeriflcaVaIori

値 説明

ｺｰﾄ11を入力でパラメーター出荷時にリセット

排気ファン回転数､差圧(随)､各種温度など表示
排気温度

g/s+Pa+｡C Iやボタンを押すことでアラームﾘｽﾄ表示

｡c l学ボタンを押すことでアラームﾘｽﾄ表示
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給気流量

墓雛濡度

差圧

燃料搬送オーガモーター

レオナルドシステムにて計算されて数値を表示

出荷時コード

ストーブ本体とリモコンの受信度合

排気ファン回転数(AC)

＋ボタンを押すことでアラームﾘｽﾄ表示

十ボタンを押すことでアラームﾘｽﾄ表示

十ボタンを押すことでアラームﾘｽﾄ表示

VerificaValori
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着火までに時間がかかり煙が多い場合は数値を最大で2上げてください。33

燃焼ポットに多くのペレットが残っている場合は数値を最大で2上げてください。排気ファン回転数(AR) g/sAir AR 36

排気ファン回転数(PW)

排気ファン回転数(P1)

排気フアン回転数(P2)

排気フアン回転数(P3)

排気ファン回転数(P4)

排気ファン回転数(P5)

消火モード後､排気ファン延長稼働時間

給気流量下限値(AC)

給気流量下限値(AR)

給気流量下限値(P1)

給気流量下限値(P2)

給気流量下限値(P3)

給気流量下限値(P4)

給気流量下限値(P5)

設定可能温風ファン回転数(最少）

設定可能温風ファン回転数(最大）

温風ﾌｧﾝ起動排気温度

最高排気温度

温風ファンの強さ(P1)

温風ﾌｱﾝ回転数(P2)

温風フアン回転数(P3)

温風ﾌｱﾝ回転数(P4)

温風フアン回転数(P5)

ペレット供給量(AC)

ペレット供給量(AR)

ペレット供給量(PW)

ペレット供給量(P1)

ペレット供給量(P2)

ぺしツト供給量(P3)

ペレット供給量(P4)

ペレット供給量(P5)

ペレット供給量下限値(P1)

ペレット供給量下限値(P2)

ペレット供給量下限値(P3)

ペレット供給量下限値(P4)

ペレット供給量下限値(P5)ー壷

ペレット供給量上限値(P1)
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Air PW

Air P1

Air P2

Air P3

Air P4

Air P5

F・smokeOFF

AirFIowAC

AirFIowAR

AirFIowP1

AirRowP2

AirFIowP3

AirFIowP4

AirFIowP5

Fanmin.

Fanmax.

Fan｡Cmin.(startfan)

Fan｡Cmax.

AirF1

AirF2

AirF3

AirF4

AirF5

PelletAC

PelletAR

PelletPW

PelletP1

PelletP2

PelletP3

PelletP4

PelletP5

PelletP1L

PelletP2L

PelletP3L

PeiletP4L

PelletP5L

PelletP1H
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Pascal checkOFF

炎の立ち上がりがなく､赤黒い色であれば数値を最大で4上げて下さい。
煙突が非常に高く燃焼ﾎｯﾄ内のペレットが躍るようであれば数値を最大で4下げ
て下さい。

排気漏れを防ぐためにAirP1にて排気ファンを稼働

CHECKAIRFLOWのアラームが出続ける場合はこの数値を0.4まで下げて下さ
い。

この温度に到達後温風ファンが設定されたレベルにて稼働

25％と表記があればモータが10秒周期毎2,5秒間稼働にすることを意味します
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ペレット供給量上限値(P2)

ペレット供給量上限値(P3) IMIMMM卿蠅鋼蝦攝

ペレット供給量上限値(P4)

ペレット供給量上限値(P5)

目標排気温度(P1)

目標排気温度(P2)

目標排気温度(P3) 1蛭認鯉獅

目標排気温度(P4)

目標排気温度(P5)

AutoregのON/OFF

Autoreg補正時間間隔

排気ファン回転数下限値(P1)

排気ファン回転数下限値(P2)

排気ファン回転数下限値(P3)

排気ファン回転数下限値(P4)

排気ファン回転数下限値(P5)

排気ファン回転数上限値(P1)

排気ファン回転数上限値(P2)

排気ファン回転数上限値(P3)

排気ファン回転数上限値(P4)

排気ﾌｧﾝ回転数上限値(P5)

圧力値下限値(P1)

圧力値下限値(P2)

圧力値下限値(P3)

圧力値下限値(P4)

圧力値下限値(P5)

PascalautoのON/OFF

20秒ごとに圧力の確認を行います。

点火時における圧力値の下限値

点火時における圧力値の上限値
寸一 、 、 〃、

圭年大絹J－I÷÷

ACとAR,の段階に移行するための温盧芸
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PelletP2H

Pel1etP3H

PelletP4H

PelletP5H

TempTestl

TempTest2

TempTest3

TempTest4

TempTest5

Autoreg

TimeReg.

AirlLow

Air2Low

Air3Low

Air4Low

Air5Low

AirlHigh

Air2High

Air3High

Air4High

Air5High

PascalP1

Pasca!P2

PascalP3

PascalP4

PascaIP5

Pascalauto

PASCALCLOCK

ACminPa

ACmaX_Pa

Timer
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スタートボタンを押してから15分以内にこの排気温度に達しない場合アラームが
発生します。 BIock-FI/NoStart

運転段階(P1～5)に切り替わる排気温度T､Start 70 C

消火したとみなす排気温度

最高排気温度

熱交換部のクリーニングが必要になる排気温度

販売店の介入を必要するペレット消費量

販売店の介入を必要するペレット消費量

ユーザーにクリーニングを促すペレットの消費量

｢CAT｣のペレット消費量のカウント

｢UTE｣のペレット消費量のカウント

着火回数

稼働時間(P1)

稼働時間(P2)

稼働時間(P3)
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bIoccoSTOPFIAMMA

この温度を超えるとストーブは強制的に消火状態になります。

TbStop

T.maxE.

Temp.SC.

Serv・CAT

Serv・UTE

PelletKgCAT

PelletKgUTE

StartACN.。

TimeGoP1

TimeGoP2

TimeGoP3

TimeGoP4

65

300

280

2500

800

"CodeCLR''にて31入力でリセット

Aボタンを5秒長押しでﾘセット
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TimeGoP5 稼働時間(P3)

■…,Fl･･--__-- 運転状況メモリーをｺｰﾄ31を入力してﾘセット
1WashTimer 20－ウリーー間隔(P1)
1WashTime l5 クリーニング時間IFTﾌ－－
2WashTimer 20 クリーニング間隔(P2)

2WashTime 20 クリーニング時間(P2)
3WashTimer 20 クリーニング間隔(P3)

3WashTime 25 クリーニング時間(P3)
4WashTimer 20 クリーニング間隔 (P4)

4WashTime 30 クリーニング時背(P4)
5WashTimer l5 クリーニング間隔 (P5)

5WashTime 40 クリーニング時背(P5)

クリーニング間隔(P2)

クリーニング時間(P2)

クリーニング間隔(P3)

クリーニング時間(P3)

クリーニング間隔(P4)

クリーニング時間(P4)

クリーニング間隔(P5)

クリーニング時間(P5)
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ServiCe C虹表示時の解除方法

I■■■■■■■■■■■■
ストーブは消火作業に移行しませんが､メッセージを表示します。

これは､使用ペレット量がパラメータSERVICECAT(es.2500KG)より

も高い場合に発生します。シーズンオフのメンテナンスを行い､＋

-ボタンでｺｰﾄ31を入力しMボタンを押してキロカウンターをリ

セットしてください。

一鑿絹
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secondi
-
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minuti
－

secondi

一
一

点火失敗の問題を出さないために＋30まで上げることが出来ます。
もしこのパラメーターがoならディスプレーに表示される温度が実際の排気温度で
す。
このパラメーターを変更することで実際の排気温度よりより高く､またはより低く
制御盤に読ませる目的があります。

排気温度センサーの更生 CADJTC 0

部屋により精密な温度計があるとすれば､その温度計にストーブの室温度表示
が一致するように変更が可能です。

水温センサーの更生 CADJTM 0

圧力値の更生

給気センサーの更生

閑
一
Ｖ

ADJPASC.
－

ADJFLOW

０
二
０ NONVARIARE

部屋により精密な温度計があるとすれば､その温度計にストーブの室温度表示
が一致するように変更が可能です。

リモコンの室温センサーの更生 CADJTCON 0

初期ペレット投入時間

消火時､排気ファンが最大で回転する時間

ペレットリザーブON/OFF

最短消火時間

火力切替温度差(P1→P2)

火力切替潟度差(P2→P3)

火力切替温度差(P3→P4)

火力切替温度善(P4→P5)

STOPECOのON/OFF

STOPECOの機能作動の遅延時間

ポンプ作動排気温度

ポンプ停止排気温度

LoadPell

ACFinaIWash

RISERVA

TimeFanOFF

DeltaP2

DeltaP3

DeltaP4

DeltaP5

STOPECOT.

TIMEOUTECO

STARTPUMP

STOPPUMP
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ポンプ停止モード：
STOPPUMPの設定より延長してポンプを作動させることが
できます。
1～30分の設定をすることができます。

PUMPSET minutiSp

STARTPUMPの温度以下でもポンプを作動させる時間周期Anti－BOIUNG－FREQUENCY 1 minutl

Anti-BOIUNG-TIME持続時間

ポンプを活性化する最少△温度

最高水温

ConmrtClima再着火混麿差
ConfbrtClimaON/OFF
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Anti-BOILING-TIME

TM>TB

T･MAXH20

CO.CUMADELTA

ComfOrtClima
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’リモコンの周波数(L)

リモコンの周波数(H)

幅
一
Ｍ

CODICEL

CODICEH

GestioneBlackOUT:-ready=immediato-delay=c/analisi

g/"estrattorefUmi-Stop&｡C=dipendentedal1a
temperaturatermocoppia.

/／BLACKOUT DELAY

ウオームアップ段階を終了する時間

火力増加時の遅延時間

火力減少時の遅延時間

リモコンの温度センサーのON/OFF

リモコンアラーム音のON/OFF

WARMUPTIME

TIMEUPPOWER

TIMEDWPOWER

TEMP.CONS.

RIlフZERCONS．
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火力の急激な変化を防ぎます。

ONリモコンに温度情報を受信するたびにビープ音がします。

TEMPCONS.ON:設定時間内にリモコンの温度センサーか
ら受信されない場合に自動的に火力P1に切り替える。

MinutiOFFTIMECHECK

アラーム音の設定:ON=アラーム音有効､OFF=アラーム音
無効､SOFT=ビープ音

/／BllZZER 30

リモコンの自動リセットのON/OFF

燃料搬送オーガモーター電流下限値

燃料搬送オーガモーター電流上限値

電流イベント数制限値

燃料搬送オーガブレーキ値
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RADIOres.

Correntemin

Correntemax

Eventicor.

Braketime

ALR.LOWCURRENTが発生するようであれば数値を下げてください。

ALR.HIGHCURRENTが発生するようであれば数値を上げてください。

30→OFFまで設定可能

この時間以上の揺れを感知した場合にEarthquakealarmが
発生

耐震のアラームが発生した場合､通常の消化段階を継続し､消火しますsecondiQuakeTime


